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IBM i の開発現場では、長年 SEU や PDM を使った開発スタイルが主流でした。しかし、昨今では GUI ベースで生産性を高め
る開発ツールとして RDi（Rational Developer for i）の活用が広がっています。
RDi は、ソース編集・補完・デバッグ・比較・検索など、多くの機能を Eclipse ベースの統合開発環境として提供し、開発効
率の向上や品質改善に大きく貢献します。
本資料では、RDi 9.8の概要からインストール、IBM i との接続方法、実際のソース編集やデバッグの操作まで、初めての方で
も一通り体験できる内容をまとめています。
まず触ってみることをゴールに、導入時のポイントや補足情報も紹介していきます。
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1. RDi (Rational Developer for i) 概要
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IBMが提供するRPG 開発ツールの3つの選択肢

概要 サポート 費用
RPG 

Ⅲ
RPG 

Ⅳ
FF 

RPG

5250開発環境
（ADTS）

• エディター、デバッガ、画面設計、帳票設計、DB設計などの機
能も含んだCUI環境用ツール
※画面設計、帳票設計等はツールサポート終了

IBM

(SWMA)
有償 ○ ○

△
※1

Rational 

Developer for i 

（RDi）

• GUI環境で使用可能な開発環境
• Eclipseベースのツール
• 桁表示とプロンプト利用可能
• 固定フォームRPG のコーディングも利用しやすい

IBM

(SWMA)
有償 ○ ○ ○

VS Code + Code 

for IBM i

• 業界標準のIDEでGit/IFS連携や軽快な操作性が魅力
• 拡張機能によってIBM i プログラム開発が容易
• Code foe IBM i 等の主要な拡張機能はOSSとして提供

コミュニ
ティ

サポート
無償

△
※2

△
※2

○

※1：完全FF RPGについては、SEU、EDTFコマンド（WRKLNKー＞OPT.2 ）で編集可能だが、画面表示エリアの制約や関数補完がない。固定フォームを維持しながら一部、FF RPG化することも可能。

※2：SEUのような桁ごとの意味を説明する機能付きのプロンプトはない。
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Rational Developer for i (RDi) とは

✓ EclipseベースのIBM i 向けの統合開発環境
• ファイル管理、ソース・メンバーの編集、コンパイル、デバッグ機能
• RPGⅢ、ILE RPG (RPGⅣとFF RPG)、COBOL、CL、C、C++、SQLおよびDDSの言語に対応
• GUIで直感的な操作

✓ 既存5250資産への対応が簡単
✓ 動作の安定性に加えて、IBMサポートあり
✓ 日本語で使用可能
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RDiのIBM i アプリケーション開発スタイル (パースペクティブ)
◆ RSE(リモート・システム・エクスプローラー)

• 5250開発環境(SEUやPDMなど)をEclipseに移植した環境で、IBM i 上で編集してコンパイル

◆ i プロジェクト

• 開発端末かコード・サーバー上のソースコードをRDiで編集し、IBM i へPushしてコンパイル

RSE

i プロジェクト

IBM i

ローカル・リポジトリー

(開発端末など)

ソースコード

RDi

IBM i 上で編集

②編集
③Push

①Pull

RDi

ソース物理
ファイル

SRCPF

ライブラリー IFS

テキスト

ファイル
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画面構成

管理エリア

ナビゲーターペイン

パースペクティブに応じた

情報を表示

情報エリア

オブジェクト情報、

プロンプト、エラーログ、

コマンドログなど

様々な情報を表示

編集エリア

エディター画面

ツールバー

メニューバー

使用中のパースペクティブ
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ユースケース 1：ADTSでサポートが終了する機能の代用

ADTSの機能 機能の説明 RDiの代替機能

報告書設計ユーティリティ (RLU) 帳票を設計・編集できるツール レポート・デザイナー

画面設計機能 (SDA) 5250画面を設計・編集できるツール スクリーン・デザイナー

ファイル比較および組み合わせ
ユーティリティー (FCMU)

2つのソースファイルやオブジェクトを比較
して、違いを確認・統合できるツール

ソースコードの比較・マージ

レポート・デザイナー スクリーン・デザイナー ソースコードの比較・マージ
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ユースケース 2：若手技術者・オープン系技術者のIBM i 開発

変換

固定長→フリーフォーム

変換可能
カーソルの位置

プロンプト機能

色分けされて

見やすい表示

選択肢からマウス操作で

選択可能
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ユースケース 3：フリーフォームRPGを用いた開発

コンテンツ・

アシスト

エラー行と

エラー内容の表示

複数のソース・メンバー

を同時に開く
FFRPGの最新の

ステートメントまでサポート
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2-1. 実際に使ってみよう
Rational Developer for i (RDi) のインストール
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Rational Developer for i (RDi) のインストール

• Fix Centralからインストールを実施します
• 無料版は120日間無料で使用できます

• 有料ライセンスの適用はEntitled Systems Support (ESS)から実施します
• Register customer numberの登録を実施したのち、License Activation KitをSoftware 

Downloadsから実施します

http://www.ibm.com/support/fixcentral/swg/quickorder?parent=ibm%7ERational&product=ibm/Rational/Rational+Developer+for+i&release=9.8.0.0&platform=Windows&function=fixId&fixids=9.8.0.0-Rational-RDI-EVALUATION-ifix%3A739358467667207680&includeRequisites=1&includeSupersedes=0&downloadMethod=http&source=fc
http://www.ibm.com/support/fixcentral/swg/quickorder?parent=ibm%7ERational&product=ibm/Rational/Rational+Developer+for+i&release=9.8.0.0&platform=Windows&function=fixId&fixids=9.8.0.0-Rational-RDI-EVALUATION-ifix%3A739358467667207680&includeRequisites=1&includeSupersedes=0&downloadMethod=http&source=fc
https://www.ibm.com/servers/eserver/ess/ProtectedServlet.wss
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Rational Developer for i (RDi) のインストール

• 有料版ライセンスを適用します。
• Help>Install New Softwareを選択し、右上Add>Archive...からLicense Activation Kitの

zipを解凍せずに選択します。
その後、選択したzip解凍して、解凍済みzipファイルに含まれるzipを適用します。

• 選択したら右下の青いAddを選択します。
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Rational Developer for i (RDi) のインストール

• ライセンス名をクリックすると、右下に出現するMore...の表示を選択します。
• その後Apply and Closeをクリックします。
• 再起動後、Manage licenseタブにて恒久ライセンスの適用が確認できます。
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2-2. 実際に使ってみよう
Rational Developer for i (RDi) とIBM i の接続
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Rational Developer for i (RDi) とIBM i の接続

• Rational Developer for i (RDi) とIBM i の接続を実施します。
• リモート・システム・ビューの新規接続の下に”IBM i “があるので、右クリックして新規

接続をクリックします。
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Rational Developer for i (RDi) とIBM i の接続

• 接続するIBM i の情報を入力し、次へを選択します。
• 証明書を登録せずに接続する場合は、”セキュア通信方式を使用”のチェックを外します。
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Rational Developer for i (RDi) とIBM i の接続

• 先ほど作成した接続名を右クリックし、メニューを開きます。
• 接続を選択し、ユーザー・プロファイルでログインします。

ユーザーID、パスワードをそれぞれ入力し「OK」ボタンを押します。
• パスワード横のボタンを押すことでパスワードが表示されます。
• 接続が成功すると、リモート・システム・ビューにライブラリーが表示されます。
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Rational Developer for i (RDi) とIBM i の接続

• 先ほど作成した接続名を右クリックし、メニューを開きます。
• 接続を選択し、ユーザー・プロファイルでログインします。

ユーザーID、パスワードをそれぞれ入力し「OK」ボタンを押します。
• パスワード横のボタンを押すことでパスワードが表示されます。
• 接続が成功すると、リモート・システム・ビューにライブラリーが表示されます。
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Rational Developer for i (RDi) とIBM i の接続

• プロパティを開き、必要なサービスが開始/接続されているかを確認します。
接続されていなければ、接続を押します。

• 接続ができない場合は以下のポートとの接続確認を実施してください。
• 8470: IBM i セントラルサーバー
• 8475: IBM i リモート コマンド サーバー
• 8476: IBM i サインオンサーバー
• 446: IBM i DRDA® (レコード アクセス) サーバー
• 449: IBM i サーバー マッパー サーバー
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2-3. 実際に使ってみよう
ソースメンバーの編集・コンパイル
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ソースメンバーの編集・コンパイル

• 今回使用するライブラリ「STUDENT」内にある、物理ファイル「TOKMSP」の中身を
確認します。
TOKMSP.mbrを右クリックし、テーブルでの表示をクリックします。

• 「データテーブル」タブに表形式でデータが表示されます。
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ソースメンバーの編集・コンパイル

• 「LPEX エディター」を用いてソースメンバーを編集します。
• RSEのオブジェクトビューから、

ライブラリー(STUDENT) → ソースファイル(QRPGLESRC) → ソースメンバー
(ILE10R) を辿り、対象メンバー(ILE10R)を右クリックします。

• アプリケーションから開く → LPEX エディター を選択します。

• 接続状況により、表示に時間がかかる場合があります。
右下にメンバーのダウンロード状況が表示されます。
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ソースメンバーの編集・コンパイル

• ソースを編集します。RPG/DDS いずれも、ソース行にカーソルを置いた状態で、
F4を押下することでエディター下部にプロンプター起動します。

• 行タイプを選択することで、
選択したタイプのプロンプターが出現します。

• 変更が終わったら、適用ボタンを押下します。
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ソースメンバーの編集・コンパイル

• コンパイルを実施します。
• 編集したソースをCtrl+Sで保存します。

保存後、編集したソースを右クリック→コンパイル→CRTBNDRPGを選択します。

• コンパイルが完了すると結果がコマンドログおよびエラーリストに表示されます。
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ソースメンバーの編集・コンパイル

• コンパイルを実施した、プログラムを確認します。
• コンパイル先のライブラリを右クリックし、更新します。

生成されたプログラムを確認します。

• プログラムを実行します。
バッチ型のプログラムであれば、RDiのコマンドログ内のコマンド欄から実行可能です。
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ソースメンバーの編集・コンパイル

• ストリング検索をかけたものに対するコンパイルも可能です。
• 「管理エリア」にカーソルを合わせ、RDiの検索（Ctrl+H）で表示される「IBM i

Search / Multi-File Search」でライブラリ/ソースファイル/メンバーをまたいだ文字列
検索が可能です。
右側の「リモート検索欄」に結果が表示されます。
検索でヒットしたものに対して複数選択を実施し、コンパイルが実行可能です。
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2-4. 実際に使ってみよう
固定長ソースをFF RPGに変換

デバッグ機能の起動
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固定長ソースをFF RPGに変換

• 固定長ソースを全選択肢、右クリックをすると「選択をフリー・フォームに変換」が表
示されます。
実行することで固定長ソースをFF RPGに変換できます。
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デバッグ機能の起動

• 設定にてデバッグサーバーの設定を確認します。
プログラムの実行中に実働ファイルを更新する場合は、設定の「IBM i デバッグ」の実
働ファイルを更新するにチェックを入れてください。

• 設定が完了したら適用を押下し、閉じるを選択します。
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デバッグ機能の起動

• オブジェクトを右クリックし、リモートサーバー-> デバッグ->開始を選択します。
※5250画面からSTRBGSSVRコマンドを起動するのと同じ操作をしています。
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デバッグ機能の起動

• RDiからエントリーブレークポイントを設定する「サービスエントリーポイント機能」
を起動します。

• デバッグを行いたいプログラムを右クリックし、「デバッグまたはコード・カバレッジ
（サービス・エントリー）」「サービス・エントリー・ポイントの設定」を選択します。

• サービス・エントリー・ポイントがしく設定されたことを示すメッセージおよび
「IBM i サービス・エントリー・ポイント」ビューが表示されます。
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デバッグ機能の起動

• プログラムをCallすると以下のような切り替え画面が表示されます。

• 切り替えを押すとデバッグ・パースペクティブが表示されます。
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3. 補足情報
1. IBM Rational Developer for i Hub

https://www.ibm.com/support/pages/ibm-rational-developer-i-hub?utm_source=chatgpt.com
2. RDi マニュアル

https://www.ibm.com/docs/en/rdfi/9.8.0
3. RDi 9.9発表 (出荷開始 2025年12月5日)

https://www.ibm.com/docs/ja/announcements/rational-developer-i-rpg-cobol-tools-edition-
v99

4. RDi 9.8サポート終了
https://www.ibm.com/docs/ja/announcements/software-withdrawal-support-discontinuance-
rational-developer-i-98
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今後のIBM i 関連イベントの予定 (IBM主催 –通年開催分)

時期 セミナー名 内容 URL等

通年開催 IBM Power Salon IBM Powerユーザー向けWebサロ
ン。
8月を除く毎月第二水曜日9-
10AM開催

https://ibm.biz/power-salon

通年開催 IBM i Club IBM i ユーザーコミュニティー https://ibm.biz/ibmiclub

通年開催 IBM i リスキリングカレッジ IBM i の最新スキル習得 過去ビデオ↓
https://ibm.biz/reskill

通年開催 
(本年度募集終了)

IBM i RiSING 若手コミュニ
ティー

IBM i 若手コミュニティー。
年末-年初に来年度募集を予定。

https://ibm.biz/IBMiRiSING

予定は変更となる可能性があります。

https://ibm.biz/power-salon
https://ibm.biz/power-salon
https://ibm.biz/power-salon
https://ibm.biz/ibmiclub
https://ibm.biz/reskill
https://ibm.biz/IBMiRiSING
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今後のIBM i 関連イベントの予定 (IBM主催 –個別開催分)
時期 セミナー名 内容 URL等

11/27 (木) 10AM -
6PM

IBM i Advantage 2025 IBM i ユーザー向けセミナー。今
年は外部会場 (新宿) にて開催。i-
Evoも同日開催。

https://ibm.biz/ibmiadvantage2025

12/3 (水) 終日 IBM TechXchange Japan 日本IBMの製品・サービスの総
合セミナー

2024年セミナー (終了分) 案内↓
https://ibm.biz/txjapan

予定は変更となる可能性があります。

https://ibm.biz/ibmiadvantage2025
https://ibm.biz/txjapan
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IBM i 関連情報 (2025/05/09 更新)
IBM i ポータル・サイト
https://ibm.biz/ibmijapan

i Magazine (IBM i 専門誌。春夏秋冬の年4回発刊)
https://www.imagazine.co.jp/IBMi/

IBM i World 2024 オンデマンド・セミナー
https://video.ibm.com/recorded/133917616
IBM i World 2023 オンデマンド・セミナー
https://ibm.biz/ibmiworld2023 
IBM i World 2022 オンデマンド・セミナー
https://video.ibm.com/recorded/132423205

月イチIBM Power情報セミナー「IBM Power Salon」
https://ibm.biz/power-salon

IBM i 関連セミナー・イベント
https://ibm.biz/powerevents-j

IBM i Club (日本のIBM i ユーザー様のコミュニティー)
https://ibm.biz/ibmiclubjapan

IBM i 研修サービス (i-ラーニング社提供)
https://www.i-learning.jp/service/it/iseries.html 

IBM TechXchange Powerユーザーコミュニティー (日本)
https://ibm.biz/ibm-power-user-community

IBM i RiSING - IBM i 若手技術者コミュニティー
https://ibm.biz/ibmirising2025

新・IBM i入門ガイド［操作・運用編］
https://www.imagazine.co.jp/01-ibm-i-jikkoukankyou-of-ibm-i-nyumon-guide-sousa-unyou/
新・IBM i入門ガイド［開発編］
https://www.imagazine.co.jp/01-development-tools-of-ibm-i-nyumon-guide-kaihatsu/
これから使う人のためのIBM i入門ガイド (旧バージョン)
https://www.imagazine.co.jp/imagazine-7071/

IBM i 情報サイト iWorld
https://ibm.biz/iworldweb
IBM i 製品とサポートのロードマップ
https://ibm.biz/ibmiroadmap2024
IBM i 7.6 技術資料
https://www.ibm.com/docs/ja/i/7.6.0?topic=documentation-overview-whats-new

IBM Power ソフトウェアのダウンロードサイト (ESS)
https://ibm.biz/powerdownload 
Fix Central (HW・SWのFix情報提供)
https://www.ibm.com/support/fixcentral/
IBM My Notifications (IBM IDの登録 [無償] が必要)
「IBM i」「9105-41B」などPTF情報の必要な製品を選択して登録できます。
https://www.ibm.com/support/mynotifications
IBM i 各バージョンのライフサイクル
https://www.ibm.com/support/pages/release-life-cycle
IBM i 以外のSWのライフサイクル (個別検索)
https://www.ibm.com/support/pages/lifecycle/

IBM Power Systems Virtual Server 情報
https://ibm.biz/pvsjapan
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ワークショップ、セッション、および資料は、IBMによって準備され、IBM独自の見解を反映したものです。それらは情報提供の目的のみで提供されており、いかなる読
者に対しても法律的またはその他の指導や助言を意図したものではなく、またそのような結果を生むものでもありません。本資料に含まれている情報については、完全
性と正確性を期するよう努力しましたが、「現状のまま」提供され、明示または暗示にかかわらずいかなる保証も伴わないものとします。本資料またはその他の資料の
使用によって、あるいはその他の関連によって、いかなる損害が生じた場合も、IBMは責任を負わないものとします。 本資料に含まれている内容は、IBMまたはそのサ
プライヤーやライセンス交付者からいかなる保証または表明を引きだすことを意図したものでも、IBMソフトウェアの使用を規定する適用ライセンス契約の条項を変更す
ることを意図したものでもなく、またそのような結果を生むものでもありません。
本資料でIBM製品、プログラム、またはサービスに言及していても、IBMが営業活動を行っているすべての国でそれらが使用可能であることを暗示するものではありませ
ん。本資料で言及している製品リリース日付や製品機能は、市場機会またはその他の要因に基づいてIBM独自の決定権をもっていつでも変更できるものとし、いかなる方
法においても将来の製品または機能が使用可能になると確約することを意図したものではありません。本資料に含まれている内容は、読者が開始する活動によって特定
の販売、売上高の向上、またはその他の結果が生じると述べる、または暗示することを意図したものでも、またそのような結果を生むものでもありません。 パフォーマ
ンスは、管理された環境において標準的なIBMベンチマークを使用した測定と予測に基づいています。ユーザーが経験する実際のスループットやパフォーマンスは、ユー
ザーのジョブ・ストリームにおけるマルチプログラミングの量、入出力構成、ストレージ構成、および処理されるワークロードなどの考慮事項を含む、数多くの要因に
応じて変化します。したがって、個々のユーザーがここで述べられているものと同様の結果を得られると確約するものではありません。
記述されているすべてのお客様事例は、それらのお客様がどのようにIBM製品を使用したか、またそれらのお客様が達成した結果の実例として示されたものです。実際の
環境コストおよびパフォーマンス特性は、お客様ごとに異なる場合があります。
IBM、IBM ロゴ、ibm.com、Db2、Rational、Power、POWER8、 POWER9、POWER10、AIXは、世界の多くの国で登録されたInternational Business Machines 
Corporationの商標です。
他の製品名およびサービス名等は、それぞれIBMまたは各社の商標である場合があります。
現時点での IBM の商標リストについては、www.ibm.com/legal/copytrade.shtml をご覧ください。 

インテル, Intel, Intelロゴ, Intel Inside, Intel Insideロゴ, Centrino, Intel Centrinoロゴ, Celeron, Xeon, Intel SpeedStep, Itanium, およびPentium は Intel Corporationまた
は子会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。
Linuxは、Linus Torvaldsの米国およびその他の国における登録商標です。
Microsoft, Windows, Microsoft Excel, Windows NT および Windowsロゴは Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標です。
UNIXはThe Open Groupの米国およびその他の国における登録商標です。
JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは Oracleやその関連会社の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

http://www.ibm.com/legal/copytrade.shtml
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